
∫ x1
x0

F (x, y, y′, y′′)dx

の形の汎関数に対する動きうる境界をもつ問題

汎関数，

v =
∫ x1

x0

F (x, y, y′, y′′)dx . . . (1)

の極値の必要条件を決定するために，

y(x0) = y0, y
′(x0) = y′

0, y(x1) = y1, y
′(x1) = y′

1

という条件を必要とした．これらの中のいくつかが変化しうるとき，このような問題は変化しうる，あるいは

動きうる境界をもつ問題 (problem with variable or movable boundaries)とよばれる．

（中略）[
F − y′Fy′ − y′′Fy′′ + y′ d

dx
(Fy′′)

]
x=x1

δx1 +
[
Fy′ − d

dx
(Fy′′)

]
x=x1

δy1 + [Fy′′ ]x=x1δy
′
1 = 0

（後略）

例題 汎関数，

v =
∫ 1

0

(1 + y′′2)dx

の極値を調べよ．ただし，y(0) = 0, y′(0) = 1, y(1) = 1, y′(1) = variableとする．

解 オイラー・ポアソンの方程式は，
y(4) = 0

となり，その一般解は，
y = C1x

3 + C2x
2 + C3x + C4

となる．

与えられた境界条件から，
C4 = 0, C3 = 1, C1 + C2 = 0

[Fy′′ ]x=1 = 0

∴ y′′(1) = 0

C1 + 3C2 = 0

∴ C1 = C2 = 0

∴ y = x
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